
子どもをみんなで子どもをみんなで
支える社会へ　支える社会へ　2p2p
スポーツ施設にエアコン導入スポーツ施設にエアコン導入　　4p4p

連載企画 事業者に聞く連載企画 事業者に聞く　　6p6p
市政を問う！市政を問う！一般質問一般質問 18人が政策論議18人が政策論議　　7p7p
　　

№72
R6. 2. 1 発行

埼玉県ふじみ野市議会

市議会だより市議会だより

働
く
人
シ
リ
ー
ズ
�
図
書
館
司
書
さ
ん

　
利
用
者
の
知
的
関
心
に
応
え
る
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

　
利
用
者
の
知
的
関
心
に
応
え
る
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。
図
書
の
選
定
や
購
入
、
貸
出
と
返
却
の
対
応
、
ま
た
新
規
の

す
。
図
書
の
選
定
や
購
入
、
貸
出
と
返
却
の
対
応
、
ま
た
新
規
の

本
や
返
却
さ
れ
た
本
を
棚
に
並
べ
る

本
や
返
却
さ
れ
た
本
を
棚
に
並
べ
る
配配は

い
は
い

架架かか

も
大
事
な
仕
事
で
す
。

も
大
事
な
仕
事
で
す
。

��

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

（
裏
表
紙
に
関
連
記
事
を
掲
載
）

CCOONNTTEENNTTSSCCOONNTTEENNTTSS



こ
ど
も
医
療
費 

 

支
給
対
象
拡
大

問　
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給

対
象
が
拡
大
と
な
る
。
そ
の

概
要
は
。

答　
現
在
の
こ
ど
も
医
療
費

支
給
対
象
は
入
院
、
通
院
と

も
に
15
歳
に
達
す
る
日
以
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
だ

が
、
令
和
6
年
４
月
１
日
診

療
分
か
ら
は
18
歳
に
達
す
る

日
以
後
の
最
初
の
3
月
31
日

ま
で
に
拡
大
す
る
。

問　

支
給
対
象
の
拡
大
に

至
っ
た
経
緯
は
。

答　
市
で
は
か
ね
て
よ
り
子

育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽

減
と
子
ど
も
の
福
祉
増
進
を

図
る
観
点
か
ら
支
給
対
象
拡

大
を
念
頭
に
検
討
を
進
め
て

き
た
。

　
こ
の
度
、
県
乳
幼
児
医
療

費
支
給
事
業
補
助
金
の
助
成

拡
大
や
、
国
の
国
民
健
康
保

険
税
に
お
け
る
減
額
調
整
措

置
廃
止
の
方
針
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
市
の
財
政
的
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ま
た
、
東
入
間
医

師
会
等
と
調
整
の
上
、
二
市

一
町
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

実
施
で
き
る
見
込
み
が
立
っ

た
こ
と
に
よ
り
対
象
拡
大
の

方
針
を
決
定
し
た
。

問　
新
た
に
支
給
対
象
と
な

る
世
帯
数
と
人
数
、
支
給
額

の
増
加
分
の
見
通
し
は
。

答　

対
象
は
、
令
和
5
年

11
月
現
在
で
２
８
３
６
世

帯
、
３
０
７
４
人
を
見
込
ん

で
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
必
要

と
な
る
財
源
は
総
額
で
約

７
４
０
０
万
円
と
な
る
。

　
県
か
ら
約
２
８
０
０
万
円

の
補
助
金
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
実
質
的
な
市
の
負
担
は

約
４
６
０
０
万
円
の
増
額
と

試
算
し
て
い
る
。

産
前
産
後
期
間
分 

 

の
国
保
税
を
減
額

問　
今
回
の
措
置
の
目
的
と

そ
の
内
容
は
。

答　
出
産
被
保
険
者
は
産
前

産
後
期
間
に
働
く
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
世
帯
所
得
が
減

少
す
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

国
保
税
の
軽
減
措
置
を
行

う
。

　
内
容
と
し
て
は
、
出
産
被

保
険
者
の
産
前
産
後
期
間
に

つ
い
て
、
国
保
税
の
均
等
割

額
、所
得
割
額
を
減
額
す
る
。

期
間
は
令
和
6
年
１
月
以
降

の
産
前
産
後
期
間
が
対
象
と

な
る
。

問　
対
象
と
な
る
期
間
は
。

答　
出
産
予
定
日
を
含
む
月

を
出
産
予
定
月
と
し
、
単
胎

妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定
月

の
前
月
か
ら
出
産
予
定
月
の

翌
々
月
ま
で
の
４
ヵ
月
間
、

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予

定
月
の
３
ヵ
月
前
か
ら
出
産

予
定
月
の
翌
々
月
ま
で
の

６
ヵ
月
間
と
な
る
。

問　
申
請
期
間
と
周
知
方
法

は
。

答　
出
産
予
定
日
の
６
ヵ
月

前
か
ら
申
請
可
能
で
あ
る
。

周
知
に
つ
い
て
は
母
子
手
帳

交
付
時
や
転
入
時
、
出
生
届

提
出
時
に
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
ほ
か
、
関
係
課
窓
口
へ
の

配
架
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

市
報
に
掲
載
を
し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児
等 

 

受
入
施
設
の
充
実

問　
医
療
的
ケ
ア
児
者
受
入

設
備
の
整
備
事
業
補
助
金
の

概
要
は
。

答　
医
療
的
ケ
ア
児
者
が
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る

体
制
を
整
備
す
る
。

　
在
宅
の
医
療
的
ケ
ア
児
者

を
新
た
に
受
け
入
れ
る
た
め

の
備
品
購
入
や
、
施
設
改
修

を
行
う
障
が
い
児
通
所
支
援

事
業
所
等
を
対
象
に
医
療
的

ケ
ア
児
者
一
人
当
た
り
30
万

円
を
上
限
に
交
付
す
る
。

　
今
回
新
た
に
３
人
受
け
入

れ
が
あ
っ
た
た
め
予
算
の
補

正
を
行
う
。

問　
在
宅
重
症
心
身
障
が
い

児
の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。　

答　
医
療
的
ケ
ア
児
等
は
24

時
間
看
護
や
介
護
が
必
要
な

た
め
、
在
宅
で
介
護
す
る
家

族
の
負
担
が
大
き
く
介
護
者

は
慢
性
的
な
過
労
と
な
る
。

　
本
事
業
は
、
医
療
的
ケ
ア

児
等
の
家
族
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
人
工
呼
吸
器
の
利
用

な
ど
高
度
な
医
療
的
ケ
ア
を

要
す
る
重
症
心
身
障
が
い
児

等
を
受
け
入
れ
た
事
業
所
に

通
常
の
補
助
金
に
上
乗
せ
し

て
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
対
象
事
業
の
利
用
日
数
及

び
新
規
利
用
者
が
増
加
し
、

予
算
不
足
と
な
る
見
通
し
の

た
め
増
額
補
正
を
行
う
。

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
原
田　
雄
一 

議
員

公　
明　
党　
川
畑　
京
子 

議
員

日
本
共
産
党　
足
立
志
津
子 

議
員

会
派
外
の
議
員　
民
部　
佳
代 

議
員

令
和
５
年

令
和
５
年  

第
４
回
定
例
会

第
４
回
定
例
会

11 
  2９

12 
  19

　
令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、
こ
ど
も
医
療
費

の
支
給
対
象
拡
大
や
産
前
産
後
期
間
の
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
を
行
う
条
例
改
正
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ

の
空
調
設
備
導
入
や
民
間
保
育
施
設
で
の
子
ど
も
の

見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
か
か
る
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
、
市
長
提
出
議
案
16
件
を
審
議
し
全

て
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
議
員
提
出
議
案
の
意
見
書

２
件
を
可
決
、請
願
１
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
を
み
ん
な
で
支
え
る
社
会
へ

子
ど
も
を
み
ん
な
で
支
え
る
社
会
へ

自立に向かってあと一歩自立に向かってあと一歩

小
・
中
学
校
の
給
食
費

無
償
化
を
求
め
る
請
願

請　願
不採択不採択

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
給
食
費
の
無
償
化
を
求

め
る
３
５
９
６
人
か
ら
市
議
会
に
対
し
請
願
及
び

署
名
簿
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
請

願
は
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

 

主
な
賛
成
意
見 

　
物
価
高
で
実
質
賃
金
が

減
っ
て
い
る
。
子
育
て
世

代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

す
べ
き
。
国
の
対
応
が
遅

れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
市

が
給
食
費
の
無
償
化
を
行

う
べ
き
。
昨
年
度
の
一
般

会
計
決
算
の
実
質
収
支
は

約
27
億
円
の
黒
字
な
の
で
、

黒
字
幅
を
圧
縮
す
れ
ば
、

財
源
は
捻
出
で
き
る
。
全

国
の
４
９
３
自
治
体
（
令

和
５
年
11
月
１
日
時
点
）

が
給
食
費
の
無
償
化
を
実

施
し
て
い
る
現
状
を
直
視

す
べ
き
。

 

主
な
反
対
意
見 

　
給
食
費
の
無
償
化
に
は

年
間
で
約
５
億
円
が
か
か

る
。不
測
の
事
態
に
備
え
、

財
政
調
整
基
金
で
補
填
す

べ
き
で
は
な
い
。
途
中
で

や
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

施
策
な
の
で
、
行
財
政
改

革
を
は
じ
め
、
自
主
財
源

を
確
保
す
る
施
策
を
し
っ

か
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
公
私
学
校
間
の
制

度
設
計
も
必
要
で
あ
る
。

現
状
で
は
国
が
給
食
費
の

無
償
化
を
検
討
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
か
ら
、
国
の

動
向
を
注
視
す
べ
き
。
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議 案 審 議
本会議での質疑をまとめています。本会議での質疑をまとめています。



令和５年度 一般会計補正予算（第６号） 全員賛成で可決

本会議・各常任委員会での質疑をまとめてお知らせします。

●全会一致で可決した議案
議案番号 議案名 議決結果 議案番号 議案名 議決結果
第 83 号 
議 案

令和５年度ふじみ野市一般会計補正予算
（第６号） 可　決 第 93 号 

議 案
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を
求めることについて 同　意

第 84 号 
議 案

令和５年度ふじみ野市国民健康保険特別
会計補正予算（第２号） 可　決 第 94 号 

議 案
人権擁護委員の候補者の推薦につき意見
を求めることについて 同　意

第 85 号 
議 案

令和５年度ふじみ野市介護保険特別会計
補正予算（第３号） 可　決 第 95 号 

議 案
ふじみ野市立市民交流プラザ及びふじみ
野市立コスモスホールの指定管理者の指
定について

可　決

第 86 号 
議 案

ふじみ野市個人番号の利用事務等に関す
る条例の一部を改正する条例 可　決 第 96 号 

議 案
ふじみ野市自転車駐車場等の指定管理者
の指定について 可　決

第 89 号 
議 案

ふじみ野市職員の給与に関する条例等の
一部を改正する条例 可　決 第 97 号 

議 案
令和５年度ふじみ野市一般会計補正予算

（第７号） 可　決
第 90 号 
議 案

ふじみ野市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例 可　決 第 98 号 

議 案
ふじみ野市手数料条例の一部を改正する
条例 可　決

第 91 号 
議 案

ふじみ野市こども医療費の支給に関する
条例の一部を改正する条例 可　決 委第２号 

議 案
ふじみ野市議会議員政治倫理条例の一部
を改正する条例 可　決

第 92 号 
議 案 ふじみ野市道路線の認定について 可　決 議第４号 

議 案
帯状疱疹ワクチンの費用助成及び定期接
種化を求める意見書 可　決

●賛否が分かれた議案� 〇：賛成　　×：反対

議
案
番
号

議案名
議
決
結
果

青藍会 公明党 日本共産党
会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

会
派
に
属
さ
な
い

川
島　
秀
男

前
田　
広
子

鈴
木　
宏
樹

板
倉　
　
篤

原
田　
雄
一

加
藤　
恵
一

小
林　
憲
人

山
田　
敏
夫

古
越　
孝
子

鈴
木　
美
恵

川
畑　
京
子

島
田　
和
泉

足
立
志
津
子

田
中　
早
苗

床
井　
紀
範

塚
越　
洋
一

金
濵　
高
顕

坪
田　
敏
孝

鈴
木
啓
太
郎

近
藤　
善
則

民
部　
佳
代

第 87 号 
議 案

ふじみ野市議会議員の議員報酬及
び費用弁償等に関する条例の一部
を改正する条例

可
決〇退

席〇〇〇〇〇〇〇〇〇議
長×欠

席××〇〇〇×〇

第 88 号 
議 案

市長及び副市長の給与等に関する
条例の一部を改正する条例

可
決〇退

席〇〇〇〇〇〇〇〇〇議
長×欠

席××〇〇〇×〇

議第３号 
議 案 学校給食費の無償化に関する意見書 可

決〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇議
長〇欠

席〇〇〇×〇×〇

請 願 
第 2 号

市内の小・中学校で給食費の無償
化を実施することを求める請願

不
採
択
×××××××××××議

長〇欠
席〇〇××〇〇×

※議長は採決に加わっていません。

令和５年第４回定例会の提出議案等と審議結果

学校給食費の無償化に関する意見書
　近年、交付金を活用するなど学校給食費を無償化する自治体が増えている。
　しかし無償化は多大な財政負担を伴い、財政力によって自治体間に教育環境の格差を生じるこ
とが懸念される。
　本来、義務教育は平等でなければならず、格差を生ずることはあってはならない。
　このことから国の責任と財源により、学校給食費の無償化に向けた取り組みを速やかに行うこ
とを要望する。

帯状疱疹ワクチンの費用助成及び定期接種化を求める意見書
　帯状疱疹は高齢になるほど重篤化する傾向にあり、市民の中にも後遺症に悩んでいる人がいる。
　帯状疱疹を未然に予防するワクチンは高額で、不活化ワクチンの場合、接種回数は２回、費用
は合計で約４万円となる。その結果、予防接種をしたくてもできない人がいるのが現状である。
　政府にワクチン費用助成の創出及び予防接種法に基づく定期接種化の実施を強く求める。

� 送付日：令和５年12月19日（主意抜粋）

本定例会では「学校給食費の無償化に関する意見書」と「帯状疱疹ワクチンの
費用助成及び定期接種化を求める意見書」を可決し、国に提出しました。

意見書 市議会から国に２件の意見書を提出

　
　
補
助
金
の
内
容
は
。

　
　
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
民
間
保
育
所
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入

し
た
取
り
組
み
を
補
助
す
る
。

　

一
つ
目
に
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
を
活
用

し
た
子
ど
も
の
安
全
対
策
用
機
器
等

を
導
入
し
、
見
守
り
を
行
う
取
り
組

み
を
対
象
と
す
る
。

　
具
体
的
に
は
、
お
散
歩
の
時
に
子

ど
も
た
ち
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の
つ
い
た

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
状
の
タ
グ
を
持
た
せ

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
目
的
地

ま
で
の
経
路
や
必
要
な
職
員
の
人
数

な
ど
を
十
分
に
検
討
し
て
実
施
し
て

い
る
が
、
万
が
一
迷
子
に
な
っ
た
場

合
に
も
子
ど
も
の
現
在
位
置
が
分
か

る
よ
う
に
な
る
。

　
二
つ
目
に
は
、
保
育
に
関
す
る
記

録
や
保
護
者
と
の
連
絡
、
外
国
籍
の

保
護
者
と
の
対
応
に
使
用
す
る
通
訳

や
翻
訳
機
器
の
購
入
、
ま
た
病
児
保

育
の
予
約
や
キ
ャ
ン
セ
ル
の
事
務
を

シ
ス
テ
ム
化
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
対

象
と
す
る
。

　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
の

効
果
は
。

　
　
子
ど
も
の
安
全

が
一
層
確
保
さ
れ
、

効
率
的
か
つ
正
確
に

事
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
保
育
の
質
が

向
上
さ
れ
る
。

問答

問答

　
国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
民
間
保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
取
り
組

み
を
補
助
す
る
た
め
の
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
子
ど
も
の
見
守
り

幼
児
教
育
・
保
育
施
設
運
営
支
援
事
業

迷子にならないでね

　
　
各
体
育
館
の
空
調
設
備
導
入
の

概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
総
合
体
育
館
の
ア
リ
ー
ナ
は
他

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
よ
り
も
規
模
が

１
・
５
倍
大
き
い
た
め
、
空
調
の
方

式
や
電
源
の
方
式
な
ど
の
調
査
が
必

要
と
な
る
。

　
調
査
は
上
野
台
体
育
館
と
駒
林
体

育
館
の
設
計
業
務
と
と
も
に
一
括
で

令
和
6
年
1
月
下
旬
に
委
託
契
約
を

締
結
し
、
4
月
中
旬
に
完
了
を
予
定

し
て
い
る
。
調
査
設
計
に
基
づ
き
、

各
館
の
工
事
の
仕
様
や
工
事
期
間
を

決
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
総
合
体
育
館
は
、上
野
台
体
育
館
、

駒
林
体
育
館
の
後
、
順
次
空
調
設
備

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
進
め
る
。

　
　
中
学
校
武
道
場
の
空
調
設
備
賃

借
料
の
内
容
は
。

　
　

福
岡
中
学
校
、
葦
原
中
学
校
、

花
の
木
中
学
校
に
設
置
し
て
い
る
武

道
場
に
は
空
調
設
備
が
な
い
。
授
業

や
部
活
動
、
集
会
や
学
校
行
事
、
地

域
開
放
な
ど
武
道
場
の
活
用
促
進
を

図
る
た
め
、
令
和
6
年
度
の
夏
を
迎

え
る
前
ま
で
に
早
期
に
空
調
設
備
を

整
備
し
た
い
。

　
　
保
守
点
検
は
ど
こ
が
や
る
の
か
。

　
　
リ
ー
ス
会
社
と
の
保
守
契
約
に

な
る
。

問答問答

問答

ス
ポ
ー
ツ
施
設
管
理
運
営
事
業
な
ど

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
エ
ア
コ
ン
導
入

　
総
合
体
育
館
に
空
調
設
備
を
導
入
す
る
た
め
の
調
査
費
用
と
、上
野
台
体 

育
館
・
駒
林
体
育
館
の
空
調
設
備
の
設
計
費
用
が
予
算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
校
の
武
道
場
は
リ
ー
ス
契
約
で
空
調
設
備
を
導
入
す
る
た

め
、
令
和
19
年
度
ま
で
の
保
守
点
検
や
維
持
管
理
を
含
め
た
支
出
に
つ
い

て
限
度
額
を
設
定
し
て
負
担
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

寒々とした体育館を改善
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連載企画
事業者に聞く 最先端技術のドローンで物流を変える

国産ドローンの技術開発を進め、物流など
様々な社会問題の解決を目指す事業者に話を伺いました。

Ｑ　事業の内容を教えてくだ
さい。
Ａ　外国産ドローンが主流の
なか、国産ドローンの開発及

び販売を中心に事業を展開しています。
Ｑ　強みはどのようなところですか。
Ａ　当社はドローンの販売だけではなくソ
リューションの提案・開発やシステムサー
ビスといった最先端技術を総合的に提案し
ているところが強みだと思っています。
Ｑ　ドローンの実用例とこれからの課題は
何ですか。
Ａ　ドローンの可能性は多様で、遠隔での
離島や被災地域などへの物流、農業、測量、
調査点検など幅広いのですが、実用化する
までには安全上の国の規制をどうクリアす
るかという課題があります。

Ｑ　市へ何かご意見はありますか。
Ａ　市内にドローンのフライトができる場
所があるといいなと思います。
Ｑ　市民へのメッセージをお願いします。
Ａ　市内にドローンの最先端中の最先端の
会社があるということを、みなさんに知っ
ていただきたいし、できれば使っていただ
けたらと思います。

曽
そ
谷
たに
　英
ひで
司
じ
さん

問　
道
路
の
振
動
被
害
の
対

応
は
。

答　

周
辺
の
聞
き
取
り
や
、

路
面
損
傷
の
状
態
を
確
認

し
、
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

　

上
下
水
道
施
設
や
電
気
、

通
信
施
設
な
ど
の
マ
ン
ホ
ー

ル
等
が
振
動
源
で
あ
る
場

合
、
道
路
占
用
機
関
に
是
正

措
置
を
依
頼
し
て
お
り
、
振

動
の
改
善
が
図
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

問　
国
道
２
５
４
号
の
東
入

間
警
察
署
入
口
か
ら
大
井
中

学
校
を
経
て
関
越
自
動
車
道

に
至
る
区
間
で
、
長
期
に
わ

た
り
振
動
の
被
害
が
生
じ
て

い
る
。
振
動
規
制
法
第
19
条

に
基
づ
い
た
振
動
の
測
定

は
。

答　
近
隣
市
町
の
対
応
を
参

考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
。

防
犯
灯
の
事
業
者
負
担

問　
開
発
行
為
等
指
導
要
綱

第
19
条
で
、
防
犯
灯
に
つ
い

て
事
業
者
の
負
担
と
し
て
い

る
が
、
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
法
的
根
拠
は
。

答　

法
的
根
拠
は
な
い
が
、

事
業
者
に
指
導
し
て
い
る
。

立
地
適
正
化
計
画
策
定

後
の
ま
ち
づ
く
り

問　
用
途
地
域
、
建
蔽
率
・

容
積
率
、
長
期
に
わ
た
り
未

着
手
の
都
市
計
画
道
路
に
つ

い
て
、
変
更
の
可
能
性
は
。

答　
計
画
に
つ
い
て
分
析
を

行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な

い
。

問　
移
動
ス
ー
パ
ー
や
キ
ッ

チ
ン
カ
ー
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
行
っ
て
は
。

答　
自
治
組
織
や
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
の
地
域
の
関
係

機
関
や
企
業
な
ど
で
構
成
し

た
メ
ン
バ
ー
が
、地
域
活
性
、

交
流
、
つ
な
が
り
の
構
築
を

目
指
し
、
食
品
や
野
菜
の
販

売
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
が
出

店
し
、
マ
ル
シ
ェ
や
立
ち
寄

り
カ
フ
ェ
の
運
営
な
ど
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
移
動
販
売
に
よ
る

買
い
物
支
援
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、
高
齢

者
の
見
守
り
に
つ
い
て
事
業

者
と
の
協
議
を
進
め
て
い

く
。持

続
可
能
な
地
域
の
農
業

問　
新
規
就
農
支
援
の
取
り

組
み
は
。

答　
国
や
県
の
支
援
制
度
の

案
内
や
農
地
利
用
意
向
調
査

の
結
果
を
も
と
に
、
農
地
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
新
規
就
農
へ
の

き
っ
か
け
作
り
を
目
的
に
市

民
農
園
や
農
業
入
門
塾
を
開

設
し
て
い
る
。

問　
後
継
者
育
成
に
対
す
る

支
援
は
。

答　
営
農
団
体
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
や
、
土
壌
消
毒

剤
購
入
費
補
助
金
、
生
分
解

性
マ
ル
チ
フ
ィ
ル
ム
利
用
推

進
事
業
な
ど
幅
広
い
営
農
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
等
と
連
携

し
、
国
や
県
の
補
助
事
業
の

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

市政を問う！
一般質問

　一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。今回の議会では、18人
の議員が一般質問を行いました。掲載した内容は各議員本人が要約したものです。なお、全ての
質問と回答は市議会ホームページの会議録で閲覧できます。（２月中旬掲載予定）

道
路
の
振
動
被
害
へ
の

対
応
と
測
定

坪
田　
敏
孝 

議
員

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

加
藤　
恵
一 

議
員

マルシェで会話も弾む

　部活動の多様性の確保と教職員の多忙の
解消を図るため先進地を視察した。
　南砺市では部活動の拠点校化・地域移行
に取り組んでいる。メリット・デメリット
について学校教育と社会教育の観点から学
んだ。
　また、黒部市では金銭教育を導入した小
学校の授業の取り組みを視察研修した。取
り組みの一例として、授業で野菜の栽培、
収穫、販売までの一連の流れを体験、オン
ラインで日本銀行を見学・学習、全校集会
でお金に関するクイズを実施するなど、様々
な取り組みを行っていた。
　どちらの視察もふじみ野市にとって、重

要な課題として今後取り組む必要性を感じ、
有意義な視察となった。
　先進地での行政視察の経験を今後の市政
運営についての政策提案として生かしてい
きたい。

総務・教育常任委員会で11月７日及び８日の日程で、富山県南
なん

砺
と

市及び黒部市を視察研修し
ました。

部活動の地域移行と子どもの金銭教育を学ぶ
総務・教育常任委員会視察調査報告

ドローンを新しい物流手段に
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一 般 質 問
問　
早
期
発
見
と
予
防
の
た

め
に
健
康
診
断
の
項
目
に
認

知
症
検
診
を
入
れ
て
は
。

答　
70
歳
か
ら
85
歳
ま
で
の

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
を
対
象
に
、
２
年
に
一

度
郵
送
で
「
は
つ
ら
つ
健
康

チ
ェ
ッ
ク
調
査
票
」
を
用
い

た
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
る
。
調
査
結
果
に
応

じ
て
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も
実
施

し
て
い
る
。

　
ま
た
市
内
４
つ
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
認
知
症

相
談
窓
口
に
な
っ
て
い
る
。

身
近
で
で
き
る 

 

脱
炭
素
の
取
り
組
み

問　
置
き
配
バ
ッ
ク
等
を
利

用
し
て
脱
炭
素
の

取
り
組
み
を
し
て

み
て
は
。

答　
配
達
を
一
度

で
済
ま
せ
、
車
両

等
の
利
用
頻
度
が

抑
制
さ
れ
、
二
酸

化
炭
素
の
削
減
が

で
き
る
と
認
識
し
て
い
る
。

他
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

つ
つ
置
き
配
バ
ッ
ク
の
利
用

も
含
め
、
効
果
的
な
脱
炭
素

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
の

検
討
を
進
め
る
。

問　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
現

状
、
効
果
、
課
題
は
。

答　
現
在
、
民
有
地
も
含
め

22
ヵ
所
あ
る
。
公
共
交
通
を

補
完
し
、
Ｃ
Ｏ
２ 

の
排
出
量

の
削
減
に
よ
る
環
境
負
荷
の

低
減
、
健
康
づ
く
り
の
増
進

等
が
考
え
ら
れ
る
。
市
全
体

を
鑑
み
て
鉄
道
駅
周
辺
の
サ

イ
ク
ル
ポ
ー
ト
数
が
少
な
い

こ
と
か
ら
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

運
営
事
業
者
と
検
討
に
努
め

て
い
る
。

問　
な
ん
で
も
鑑
定
団
の
招

致
は
で
き
な
い
か
。

答　
実
施
に
あ
た
り
１
０
０

程
度
の
お
宝
が
必
要
と
い
う

情
報
が
あ
る
。

問　
の
ど
自
慢
な
ど
は
。

答　
公
開
収
録
番
組
の
開
催

日
等
を
見
極
め
、
エ
ン
ト

リ
ー
は
可
能
だ
と
考
え
る
。

問　
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
、 

忍
た
ま
乱
太
郎
は
ど
う
か
。

答　
共
に
実
現
可
能
な
も
の

か
ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考

え
る
。時
期
的
に
は
春
休
み
、

夏
休
み
の
平
日
な
ど
も
含
め

て
調
整
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
の 

 

金
融
教
育
の
推
進

問　
県
金
融
広
報
委

員
会
と
の
連
携
が
で

き
な
い
か
。

答　
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
各
学
校
に
紹

介
し
て
い
く
。

問　
「
体
験
的
な
学

び
」
が
重
要
と
考
え

る
。
今
後
、
地
域
協
働
学
校

に
お
け
る
取
り
組
み
の
考
え

は
。

答　
質
の
高
い
学
校
教
育
と

社
会
教
育
を
一
体
的
に
進
め

る
市
の
教
育
の
充
実
に
努
め

て
い
く
。

ラ※
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

問　
本
市
で
も
導
入
で
き
な

い
か
。

答　
保
護
者
を
含
め
幅
広
く

理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

問　
市
の
産
後
ケ
ア
事
業
の

概
要
は
。

答　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
型
で

施
設
に
委
託
し
て
い
る
。
市

が
1
泊
2
万
円
を
補
助
し
、

2
泊
3
日
の
場
合
の
自
己
負

担
は
8
万
円
で
あ
る
。

　
父
親
も
宿
泊
で
き
、
24
時

間
体
制
の
育
児
支
援
や
食
事

の
提
供
等
、
手
厚
い
支
援
が

提
供
さ
れ
て
い
る
。

問　

利
用
条
件
が
厳
し
く
、

経
済
的
負
担
も
大
き
い
。
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
を
。

答　
現
在
の
施
設
で
は
出
産

後
4
ヵ
月
ま
で
と
な
る
。
新

た
な
産
後
関
連
施
設
を
開
拓

し
、
出
産
後
1
年
以
内
ま
で

利
用
で
き
る
よ
う
、
ま
た
利

用
し
や
す
い
金
額
で
提
供
で

き
る
よ
う
選
択
肢
の
充
実
を

目
指
す
。

公
共
交
通
の 

 

案
内
に
工
夫
を

問　
市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の
時

刻
表
を
分
か
り
や
す
く
で
き

な
い
か
。

答　
上
福
岡
駅
東
口
と
ふ
じ

み
野
市
役
所
の
停
留
所
間
で

ど
の
便
に
乗
れ
ば
早
く
着
く

か
分
か
る
早
見
表
を
試
験
的

に
掲
示
し
、
分
か
り
や
す
く

な
っ
た
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　
今
後
、
他
の
主
要
な
公
共

施
設
と
鉄
道
駅
間
で
も
取
り

組
む
。

問　
駅
か
ら
東
西
文
化
施
設

の
交
通
手
段
の
周
知
を
。

答　
市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
と
民

間
路
線
バ
ス
の
時
刻
情
報
を

組
み
合
わ
せ
た
早
見
表
を
、

施
設
利
用
者
、
イ
ベ
ン
ト
主

催
者
に
情
報
発
信
し
て
い

く
。

認
知
症
施
策

古
越　
孝
子 

議
員車を置いて自転車で脱炭素

ステラ・ウェストで盛り上がろう

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
の
活
用

金
濵　
高
顕 

議
員

※ラーケーション…�年間数日程度、子どもが保護者等とともに、校外での体験や学びを
実施できる日を設ける制度。学校に登校しなくても欠席とならない。

一 般 質 問
問　
高
齢
者
な
ど
の
見
守
り

に
、
確
実
で
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
民
間
企
業
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
導
入
し
て

は
。

答　

民
間
企
業
の
見
守
り

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
こ
と

は
、
い
ざ
と
い
う
時
に
有
効

で
あ
る
。
補
助
等
を
行
っ
て

い
る
先
進
自
治
体
の
実
績
、

効
果
、
課
題
を
研
究
し
て
い

く
。小

・
中
学
生
の 

 

電
子
図
書
館
の
活
用

問　
学
校
が
貸
与
し
て
い
る

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
取

り
組
み
は
。

答　
10
月
２
日
か
ら
ふ
じ
み

野
市
電
子
図
書
館
が
開
始
さ

れ
、
全
児
童
生
徒
が
利
用

カ
ー
ド
番
号
を
保
有
し
て
い

る
。

　
教
育
の
更
な
る
充
実
に
向

け
、
授
業
内
で
の
活
用
や
家

庭
学
習
で
の
活
用
等
一
層
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
ふ
る
さ
と
納
税
で

問　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
型
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

本
市
で
も
追
加
し
て
は
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

中
で
実
施
す
る
場
合
は
総
務

省
が
明
示
す
る
基
準
に
沿
っ

て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

市
で
の
実
績
は
な
い
が
、

今
後
多
く
の
賛
同
が
得
ら
れ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

問　
聴
覚
障
が
い
者
の
た
め

公
共
施
設
内
の
ト
イ
レ
に
パ

ト
ラ
イ
ト
の
設
置
を
。

答　
緊
急
情
報
を
目
視
で
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る「
光
」

の
設
備
を
設
置
す
る
こ
と

は
、
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人

以
外
に
も
有
効
で
あ
る
と
考

え
研
究
す
る
。

　
ま
た
、
文
字
情
報
を
記
入

し
た
カ
ー
ド
を
用
意
し
て
お

く
こ
と
で
、
避
難
誘
導
を
速

や
か
に
行
う
こ
と
が
可
能
と

思
わ
れ
る
。

問　

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト

ホ
ー
ル
の
階
段
に
手
す
り
の

設
置
を
。

答　
ホ
ー
ル
内
で
座
席
に
掴

ま
っ
て
階
段
を
降
り
て
い
る

状
況
を
把
握
し
て
い
る
。
他

の
施
設
の
ホ
ー
ル
を
参
考
に

検
討
し
て
い
く
。

防
災
意
識
を
防
災
行
動
へ

問　

楽
し
く
防
災
を
学
び
、

実
際
に
防
災
行
動
に
移
せ
る

よ
う
、
防
災
運
動
会
や
オ
ン

ラ
イ
ン
の
お
う
ち
防
災
運
動

会
の
実
施
を
。

答　
総
合
防
災
訓
練
や
市
民

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
防
災
競
技
を
取
り
入
れ
て

い
る
。
今
年
度
は
時
間
の
短

縮
か
ら
実
施
地
域
は
な
か
っ

た
が
、
今
後
も
楽
し
く
学
べ

る
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い

く
。

　
お
う
ち
防
災
運
動
会
は
い

く
つ
か
の
自
治
体
で
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

実
際
の
防
災
行
動
に
結
び
つ

け
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
調
査
研
究
す
る
。

問　
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
の
健
康
被
害

を
鑑
み
、
行
政
記
録
の
保
存

期
間
の
延
長
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
近
隣
自
治
体
は
5
年
間

保
存
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
本
市
は
、
令
和
6
年
3
月

31
日
ま
で
の
接
種
分
に
つ
い

て
、
市
民
か
ら
の
健
康
被
害

救
済
制
度
の
申
請
に
備
え
、

予
診
票
を
10
年
間
保
存
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

市
内
経
済
活
性
化 

 

の
方
策
は

問　
地
域
経
済
活
性
化
の
た

め
の
更
な
る
経
済
対
策
は
あ

る
か
。

答　
本
年
度
の
消
費
活
性
化

ク
ー
ポ
ン
事
業
と
併
せ
て
、

事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な

事
業
、
支
援
が
必
要
で
あ
る

か
検
証
し
、
効
果
的
な
施
策

を
考
え
て
い
く
。

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク 

 

ビ
レ
ッ
ジ
参
加
へ

問　
特
徴
あ
る
農
業
政
策
と

し
て
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
の
参
加
は
で
き
な
い
か
。

答　
市
内
農
家
の
意
見
を
伺

い
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
を
行
っ
て
い
る
市
町

村
を
参
考
に
す
る
と
と
も

に
、
特
徴
あ
る
農
業
の
た
め

の
支
援
策
を
調
査
し
て
い

く
。

民
間
企
業
の

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を

前
田　
広
子 

議
員

これが僕の図書館

楽しみながら防災訓練

産んだあとも健やかに

市内でオーガニック野菜を

障
が
い
者・高
齢
者
に

優
し
い
ま
ち
づ
く
り

鈴
木　
美
恵 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
行
政
記
録
の
延
長
を

川
島　
秀
男 

議
員

産
後
ケ
ア
の
充
実
を

民
部　
佳
代 

議
員
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一 般 質 問
問　
旧
文
化
団
体
連
合
会
な

ど
文
化
活
動
参
加
者
を
広
く

招
き
入
れ
て
い
く
考
え
は
。

答　
文
化
協
会
は
市
内
で
活

動
す
る
団
体
個
人
に
幅
広
く

加
入
を
促
進
し
て
い
る
。

　
市
も
未
加
入
の
個
人
や
団

体
等
へ
の
関
わ
り
を
持
つ
こ

と
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
文
化
協
会
と
連

携
し
て
い
く
。

公
共
交
通
体
系
の 

 

抜
本
的
見
直
し
を

問　
下
福
岡
、
水
宮
、
仲
地

区
な
ど
か
ら
ふ
じ
み
野
駅
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
不
便
な
状
況

が
あ
る
。
改
善
の
余
地
は
な

い
の
か
。

答　

上
福
岡
総
合
病
院
前
、

花
の
木
中
学
校
前
の
乗
り
入

れ
を
増
や
し
、
仲
３
丁
目
、

福
岡
新
田
等
の
停
留
所
を
新

設
し
、
ふ
じ
み
野
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
た
。

狭
あ
い
地
域
に
も 

 

入
れ
る
小
型
化
は

問　
現
在
の
循
環
ワ
ゴ
ン
で

は
入
り
に
く
い
狭
あ
い
地
域

が
多
数
存
在
す
る
。
小
型
車

両
の
活
用
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド

方
式
の
導
入
な
ど
柔
軟
な
対

応
を
。

答　
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
で
は
市
域
全
体
で

利
便
性
を
向
上
で
き
た
と
考

え
て
お
り
、
狭
あ
い
地
域
に

お
け
る
小
型
化
な
ど
変
更
を

実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

問　
現
在
、
こ
ど
も
家
庭
庁

で
は
、
生
後
６
ヵ
月
か
ら
２

歳
の
未
就
園
児
を
対
象
に
、

一
人
当
た
り
月
10
時
間
を
上

限
に
、
保
育
所
や
認
定
こ
ど

も
園
を
、
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
新
し
い
制
度
が
検
討

さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
取

り
組
み
は
。

答　
国
の
モ
デ
ル
事
業
の
検

証
結
果
や
保
育
ス
ペ
ー
ス
、

保
育
士
の
確
保
な
ど
の
課
題

を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

農
地
の
活
用
と 

 

名
所
づ
く
り

問　
農
地
な
ど
に
菜
の
花
や

レ
ン
ゲ
ソ
ウ
を
植
え
る
こ
と

で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
で
き
な
い
か
。

答　
名
所
づ
く
り
と
な
る
と

ま
と
ま
っ
た
農
地
が
必
要
で

多
く
の
農
業
者
の
賛
同
と
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
農
業

者
の
意
向
、
意
見
を
踏
ま
え

て
考
え
て
い
き
た
い
。

学
校
以
外
で
の 

 

学
び
の
場
を
保
障

問　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど

の
多
様
な
学
び
の
場
と
学
校

と
の
連
携
は
。

答　
児
童
生
徒
、
保
護
者
が

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
通
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、
校
長

と
面
談
を
行
い
、
教
育
内
容

が
文
部
科
学
省
が
定
め
る
教

育
課
程
に
準
じ
て
い
る
と
認

め
た
場
合
は
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
に
通
学
し
た
日
を
在

籍
校
で
の
出
席
扱
い
と
す
る

な
ど
柔
軟
に
対
応
し
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
学
び

の
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

問　
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去
食
の

対
応
は
。

答　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
卵

乳
除
去
食
は
小
学
校
ま
で

で
、
現
在
43
名
に
提
供
し
て

い
る
。

　
中
学
校
で
は
義
務
教
育
を

終
え
て
社
会
に
出
た
時
に
、

自
分
の
力
で
ア
レ
ル
ゲ
ン
を

取
り
除
い
て
食
事
が
で
き
る

よ
う
指
導
し
て
い
る
。

保
育
の
質
の
確
保

問　
保
育
の
質
の
向
上
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

答　
保
育
の
質
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
、
主

に
保
育
内
容
、
環
境
、

人
材
の
３
つ
の
観
点
が

考
え
ら
れ
る
。

　
保
育
内
容
と
し
て
は
、

保
育
所
保
育
指
針
や
自

己
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
の
整
備
が
あ
る
。
ま

た
環
境
と
し
て
は
、
保

育
活
動
環
境
や
感
染
症

対
策
、
事
故
防
止
及
び
事
故

発
生
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
が
あ
る
。

　
人
材
と
し
て
は
、
適
切
な

職
員
の
配
置
、
保
育
士
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修

や
能
力
経
験
に
応
じ
た
処
遇

改
善
等
の
取
組
が
必
要
と
考

え
、
市
内
保
育
園
を
支
援
し

て
い
る
。

　
公
私
合
同
認
可
保
育
所
等

職
種
別
の
情
報
交
換
会
な
ど

も
行
い
な
が
ら
保
育
の
質
を

向
上
さ
せ
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

山
田　
敏
夫 

議
員

春を待つ田畑

小型車両オンデマンドバス

卵乳が食べられなくても

学
校
給
食
で
の

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応鈴木　

宏
樹 

議
員

一 般 質 問
問　
整
備
の
進
捗
と
今
後
の

予
定
は
。

答　
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

４
年
度
ま
で
に
上
福
岡
駅
西

口
エ
リ
ア
で
約
２
８
０
０
ｍ
、

令
和
５
年
度
に
市
道
幹
線
１

号
線
の
約
９
０
０
ｍ
を
整
備

し
た
。
今
後
は
上
福
岡
駅
東

口
エ
リ
ア
で
進
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

問　
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点

の
自
転
車
レ
ー
ン
拡
幅
は
。

答　
福
岡
中
央
公
園
側
歩
道

は
広
く
見
え
る
が
、
県
管

理
の
部
分
は
幅
員
が
狭
く
、

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
自
転
車

レ
ー
ン
を
広
げ
る
こ
と
は
難

し
い
と
考
え
る
。

空
家
問
題
と 

 

空
家
バ
ン
ク
の
現
状

問　
空
家
の
多
い
エ
リ
ア
と 

そ
の
要
因
は
。

答　
上
福
岡
駅
周
辺
地
域
と

西
部
地
域
に
多
い
。
高
度
経

済
成
長
期
か
ら
住
み
続
け
て

い
る
世
帯
の
高
齢
化
に
よ
り

空
家
化
し
や
す
い
も
の
と
考

え
る
。

問　
空
家
バ
ン
ク
の
利
活
用

状
況
と
空
家
流
通
へ
の
寄
与

の
評
価
は
。

答　
過
去
５
年
の
実
績
は
登

録
29
件
に
対
し
て
成
約
28
件

と
高
い
成
約
率
で
あ
る
。

　

空
家
所
有
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
る
こ
と
か
ら
今
後

も
周
知
を
続
け
空
家
の
利
活

用
・
流
通
の
促
進
に
努
め

る
。

問　

市
内
の
小
・
中
学
校

９
校
で
は
、
今
年
度
か
ら

水
泳
授
業
を
民
間
の
ス
イ
ミ

ン
グ
施
設
を
使
っ
て
試
行
し

て
い
る
。
熱
中
症
の
危
険
や

雨
な
ど
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
が
、

教
職
員
、
保
護
者
、
児
童
生

徒
の
負
担
軽
減
な
ど
課
題
も

あ
る
。
今
後
に
向
け
市
の
考

え
は
。

答　
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
成
果

と
課
題
を
共
有
し
、
令
和
６

年
度
は
５
ヵ
所
の
施
設
を
利

用
し
て
19
校
で
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
負
担
軽
減
の
た

め
、
他
の
自
治
体
の
事
例
も

参
考
に
準
備
・
片
付
け
・
監

視
な
ど
の
業
務
の
委
託
も
検

討
し
て
い
る
。

問　
使
わ
な
く
な
る
学
校
の

プ
ー
ル
施
設
は
ど
う
す
る
の

か
。

答　
定
期
的
に
巡
回
し
て
管

理
し
、
有
効
活
用
を
検
討
し

た
い
。

三
芳
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の 

 

フ
ル
化
を
控
え
て
の
対
策

問　

３
月
に
は
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
工
事
が
完
成
し

て
大
型
車
の
出
入
り
が
始
ま

り
、
フ
ル
化
に
よ
る
生
活
道

路
・
通
学
路
の
安
全
、
幹
線

道
路
の
渋
滞
を
避
け
る
車
の

抜
け
道
対
策
な
ど
は
。

答　
半
径
３
㎞
以
内
の
企
業

に
対
し
、
登
下
校
時
間
の
通

行
は
避
け
る
よ
う
要
請
、
誘

導
看
板
を
設
置
す
る
。
抜
け

道
と
し
て
交
通
量
が
増
え
た

場
合
は
、
関
係
機
関
事
務
打

ち
合
わ
せ
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。

問　
ハ
ン
プ
設
置
の
振
動
の

影
響
を
よ
く
検
証
し
、
ス

ピ
ー
ド
抑
制
の
安
全
対
策

を
。

答　
検
証
結
果
が
出
た
ら
地

区
で
の
会
議
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
も
う

一
度
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
考
え
て

い
き
た
い
。

学
校
給
食
に
お
け
る 

 

質
の
向
上

問　
近
隣
か
ら
異
動
し
て
く

る
先
生
に
も
「
ふ
じ
み
野
市

の
給
食
は
お
い
し
い
」
と
評

判
だ
。
維
持
す
る
た
め
に
力

を
尽
く
す
べ
き
。
市
の
意
向

は
。

答　
教
育
委
員
会
と
も
連
携

し
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

市
内
循
環
ワ
ゴ
ン
の
停
留

所
に
お
け
る
安
全
対
策

問　
循
環
ワ
ゴ
ン
Ｂ
コ
ー
ス

「
水
宮
」
バ
ス
停
（
さ
ぎ
の

森
小
学
校
方
面
）
で
は
、
シ

ル
バ
ー
カ
ー
に
腰
か
け
て
待

つ
高
齢
者
の
目
の
前
を
大
き

な
ト
ラ
ッ
ク
が
通
過
す
る
状

況
で
あ
る
。
改
善
を
。

答　
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
ふ
じ
み
野
地
区
土
地
区
画

整
理
組
合
と
連
携
し
、
安
全

性
を
考
慮
し
た
バ
ス
停
の
設

置
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い

る
。男

性
高
齢
者
の 

 

地
域
デ
ビ
ュ
ー
促
進

問　
男
性
の
地
域
参
加
に
お

け
る
公
共
施
設
で
の
対
応

は
。

答　
施
設
の
特
徴
を
生
か
し

な
が
ら
、
男
性
が
参
加
し
や

す
い
取
り
組
み
の
充
実
及
び

活
動
の
推
進
を
図
る
。

より安全な自転車通行環境を

学校プールの在り方は

富士見橋横断歩道でハンプ実験

自
転
車
通
行
空
間
の 

 

整
備
状
況
は

板
倉　
篤 

議
員

富
士
見
橋
の
交
通
安
全
対
策

足
立　
志
津
子 

議
員

ど
う
す
る
学
校
の
プ
ー
ル

塚
越　
洋
一 

議
員

鈴
木　
啓
太
郎 

議
員

文
化
芸
術
活
動
の

促
進
と
文
化
協
会
の
役
割
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問　

福
生
市
の
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
は
、
備
蓄
米

４
５
０
０
kg
や
１
０
０
ｔ
タ

ン
ク
に
た
め
た
水
、
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
で
調
理
で
き
、
避
難

所
に
も
な
る
。
水
も
電
気
も

ガ
ス
も
止
ま
る
大
災
害
が
発

生
し
た
と
き
、
避
難
者
約

1
万
５
千
人
に
対
し
て
、
1

日
1
回
お
に
ぎ
り
2
個
と
温

か
い
汁
物
を
3
日
間
提
供
で

き
る
。

　
市
内
の
給
食
セ
ン
タ
ー
を

災
害
時
に
活
用
で
き
な
い

か
。

答　
あ
お
ぞ
ら
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
は
約
80
ｔ
、
な
の
花

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
約
60

ｔ
の
水
を
飲
料
水
と
し
て
提

供
で
き
る
。

　
ガ
ス
遮
断
時
に
は
協
定
に

よ
り
移
動
式
ガ
ス
発
生
設
備

を
借
り
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
ほ
か
、
か
ま
ど
ベ

ン
チ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
備
や
調
理
員
用
シ
ャ

ワ
ー
を
活
用
で
き
る
。

社
会
全
体
で 

 

支
え
る
学
校
給
食

問　
無
償
化
に
つ
い
て
の
政

府
の
対
応
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
の
か
。

答　
政
府
は
全
国
ベ
ー
ス
で

の
実
態
調
査
を
行
い
、
1
年

以
内
に
そ
の
結
果
を
発
表
す

る
と
し
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
無
償
化
は

各
自
治
体
が
個
別
に
取
り
組

む
こ
と
な
く
、
国
の
政
策
と

し
て
全
国
一
律
に
取
り
組
む

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一 般 質 問
問　
亡
く
な
っ
た
と
き
の
手

続
き
の
対
応
は
。

答　
令
和
５
年
11
月
に
お
く

や
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
冊
子
の
配
布
を
開
始
し

た
。
必
要
に
応
じ
て
、
関
係

各
課
へ
の
職
員
の
同
行
、
事

前
に
電
話
等
が
あ
れ
ば
必
要

な
相
談
も
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
市
民
相
談
で
は
相

続
手
続
に
つ
い
て
、
行
政
書

士
、
司
法
書
士
、
弁
護
士
、

税
理
士
が
各
種
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

国
民
健
康
保
険
を 

 

守
る
た
め
に

問　
市
の
政
策
判
断
で
実
施

さ
れ
て
き
た
赤
字
補
て
ん
目

的
以
外
の
法
定
外
一
般
会
計

繰
入
金
は
、
今
後
も
継
続
で

き
る
の
か
。

答　
令
和
６
年
度
以
降
も
可

能
な
期
間
は
継
続
し
て
い

く
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た

な
い
市
民
が
利
用
す
る
資
格

確
認
書
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
、
全
て
の
被
保
険
者
へ
速

や
か
に
交
付
す
べ
き
。
対
応

で
き
る
か
。

答　
原
則
は
本
人
申
請
が
必

要
だ
が
、
当
面
は
職
権
で
交

付
す
る
。

問　
国
民
健
康
保
険
税

が
高
す
ぎ
て
払
い
た
く

て
も
払
え
ず
、
や
む
を

得
ず
滞
納
し
て
い
る
人

は
、
今
後
も
医
療
機
関

を
受
診
で
き
る
の
か
。

答　
納
税
相
談
を
実
施

す
る
な
ど
の
適
切
な
対

応
を
す
れ
ば
、
市
と
し

て
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

問　
障
が
い
者
が
安
心
し
て

ま
ち
を
歩
く
た
め
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
作
成
が

必
要
で
は
。

答　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の

提
供
が
可
能
か
研
究
し
、
方

策
を
考
え
て
い
く
。

未
来
を
自
分
た
ち
の
形
に

問　

高
校
生
、
専
門
学
生
、

大
学
生
の
考
え
た
子
ど
も
・

子
育
て
施
策
案
を
採
用
し
、

実
現
し
て
は
。

答　
様
々
な
形
で
小
・
中
学

生
、
若
者
の
意
見
表
明
の
機

会
を
設
け
、
意
見
を
聞
い
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
意

見
を
（
仮
称
）
こ
ど
も
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ト
ラ
ブ
ル
が 

 

発
生
す
る
前
に

問　
改
正
民
法
の
施
行
に
よ

り
、
催
告
等
の
一
定
要
件
を

満
た
せ
ば
、
隣
地
か
ら
の
越

境
枝
の
切
除
が
可
能
に
な
っ

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

を
。

答　
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
関
連
記
事
を
掲
載
し
、
ま

ず
は
周
知
を
図
り
、
問
い
合

わ
せ
等
に
対
応
で
き
る
よ
う

努
め
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
を

問　
環
境
基
本
計
画
の
目
的

や
各
施
策
の
達
成
に
向
け
、

地
球
温
暖
化
対
策
条
例
の
制

定
を
。

答　
他
市
町
村
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
必
要
性
を
検
討

す
る
。

問　
遊
歩
道
に
草
が
繁
茂
し

て
歩
け
な
い
。
県
の
草
刈
り

の
時
期
が
ず
れ
た
た
め
、
11

月
の
大
会
に
間
に
合
わ
ず
、

陸
上
競
技
連
盟
が
行
っ
た
。

市
で
草
刈
り
が
で
き
な
い
か
。

答　
管
轄
の
川
越
県
土
整
備

事
務
所
に
要
望
し
て
い
る
。

　
県
、
本
市
、
市
民
そ
し
て

産
業
団
地
の
進
出
企
業
等
と

除
草
活
動
及
び
維
持
管
理
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

介
護
予
防
、フ
レ
イ
ル
予
防

問　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
活
用
を
。

答　

大
井
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
機
能
の
充
実
と
し
て
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
導
入
を
目
指

し
、
検
討
し
て
い
る
。
高
齢

者
の
介
護・フ
レ
イ
ル
予
防
、

認
知
症
予
防
の
ほ
か
若
年
層

と
の
交
流
や
異
業
種
と
の
連

携
等
、
地
域
共
生
の
実
現
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

エ
コ
パ
の
管
理
運
営

問　
管
理
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
か
。

答　

毎
月
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

会
議
を
実
施
し
、
管
理
業
務

報
告
・
修
繕
報
告
な
ど
を
受

け
、
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
適
時

改
善
に
向
け
対
応
し
て
い

る
。

問　
市
は
社
員
の
勤
務
体
系

変
更
を
承
知
し
て
い
る
か
。

答　
毎
月
の
会
議
で
報
告
は

な
い
。
確
認
し
た
と
こ
ろ
エ

コ
パ
の
赤
字
幅
縮
小
を
主
眼

と
し
た
変
更
と
の
こ
と
、
事

前
に
報
告
す
る
よ
う
指
導
す

る
。

いざというときのために

なの花学校給食センター

除草の前後

市
民
が
安
心
し
て
散
歩

で
き
る
新
河
岸
川
遊
歩
道

原
田　
雄
一 

議
員

一 般 質 問

歩
き
や
す
い
ま
ち
を

小
林　
憲
人 

議
員

行
政
に
お
け
る

相
続
手
続
の
相
談床井　

紀
範 

議
員

総務・教育常任委員会
【内 容】
〇防犯・防災についての意見交換
【意見・要望】
●�災害時の備蓄品の管理や外国人への情報
伝達は

●�災害発生時における火災など、消防対応
の流れは

●�外国語教育のボランティア（市民通訳）
の取り組みを

●�児童の下校時に見守り活動をもっと呼び
かけて

生活・福祉常任委員会
【内 容】
〇�住み続けたくなる福祉のまちについての
意見交換

【意見・要望】
●民生委員を拒否する単身高齢者への対応
●障がい者施設・高齢者施設が少ない
●�空き家を生かしてふじみんぴんしゃん体
操を

●�シェアサイクルを高齢者に使いやすくし
てほしい

市民・都市常任委員会
【内 容】
〇市内の公共交通についての意見交換
【意見・要望】
●�市内循環ワゴンの時刻表が分かりにくい。
停留所の安全対策を
●�上福岡駅東口の歩道橋にエレベーターや
エスカレターがほしい
●�道路の幅が狭い。歩道を通行すると自転
車が危険だ。自転車も走る場所がない。改
善してほしい
●�三芳スマートＩＣのフル化は車両の交通
量が増えると想定される。安全対策を

市民から届いた声市民から届いた声　　議会報告会・意見交換を開催
　市議会は各常任委員会（総務・教育、生活・福祉、市民・都市）で、令和５年11月５日と12日に議
会報告会・意見交換を開催しました。
　延べ47人の市民が参加し、以下のような意見や要望等がありました（一部抜粋）。

学
校
給
食
は
災
害
時
に
も

役
立
っ
て
い
る
か近

藤　
善
則 

議
員
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編集委員が
インタビュー !

表紙：働く人シリーズに寄せて

図書館司書さん図書館司書さん に伺いました に伺いました

このお仕事を目指したきっかけを教えてください。
もちろん子どもの頃から本は好きでした。再就
職で今の図書館管理会社に入ったときに必要に
迫られ、猛勉強して図書館司書の資格を取った
んです。周りも驚くくらい短期間で取得できた
んですよ（笑）
このお仕事の魅力を教えてください。
なんといっても醍醐味は「選書会議」ですね。
自治体の要綱に基づいて、どんな本を購入する
かをみんなで選びます。いろいろな学びの場に
なり、大変有意義です。そして選んだ本を、ど
うしたら市民に読んでいただけるかを真剣に考
えます。市報に図書館だよりというコーナーが
あり、選書会議で選んだ本が新着図書案内とし
て紹介されているので、是非見てほしいです。

お仕事の中でうれしいことや大変なことを教え
てください。
利用者が探している本を見つけられたときや、
欲しい情報を提供することができたときです。
逆にそれがなかなか見つからないときが大変で
す。利用者が肩を落として帰られる姿を見ると
きは本当に辛いですね。
市民の皆様へ、メッ
セージをお願いします。
とにかく図書館へ足を
運んでいただきたいで
す。思いがけない本と
の出会いがあります。
お待ちしております。

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱ
ＡＡ

ＱＱＱＱ

ＡＡ

ＱＱＱＱ

ＡＡ

議会広報常任委員会
 委 員 長　鈴木　美恵
　委　員　古越　孝子
　委　員　板倉　　篤
　委　員　民部　佳代

副委員長　床井　紀範
　委　員　川島　秀男
　委　員　田中　早苗

編集後記
　今号もふじみ野市議会だよりをお読みいただきありがとう
ございます。
　年頭から大きな地震、事故の報道が相次いでいます。
　能登半島地震で被災された皆様に心よりお見舞いを申し上
げます。この後記を書き記す今も懸命な捜索が続いています。
皆様のご無事と一日も早い復興をお祈りいたします。
　昨年はコロナ対策の大きな節目を迎え、４年ぶりに多くの
イベントが賑やかに開催されました。文化施設と大井図書館
が一体化した複合施設ふじみ野ステラ・ウェストが昨年11
月にオープンしました。交流の場が広がり、図書館では今号
の表紙を飾る図書館司書さんも笑顔で迎えてくれます。
　これからもわかりやすく親しまれる市議会だよりを目指し
てまいります。
� （古越　孝子）

12月定例会の傍聴者は 64 人でした。

市議会だよりは、ふじみ野市のホー
ムページからも閲覧できます。
市議会の会議録も見られます。
録画放映や SNS もご覧ください。

ふじみ野市議会

次の定例会の
開  会  予  定：２月26日 午前9：30～

請願締切予定：２月15日 午前10：00

市役所 4 階議場で開催します

表紙の題字を書いてくれた人
葦原中学校３年  鳥

とり
山
やま

　大
だい

樹
き

さん

　もう受験が近いので、毎日これまでの復習を頑張って
います。第一志望に合格するためにも残りの期間、勉強
に追い込みをかけていきたいです。高校へ進学すると新
たな学びや楽しみがあると思いますが、この残りの中学
校生活も思い出に残るようなものにしていきたいです。

検索

市議会議員による時候のあいさつ状、寄附行為等は、
法律で禁止されています。ご理解をお願いします。

本
ほん
田
だ
　健
けん
二
じ
 さん
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